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国内の先行研究として、１９９２年に刊行された、木下長宏（1936 年 6 月 24 日－）の『思
想史としてのゴッホ ―複製受容と想像力―』について述べる。これは、日本におけるゴ
ッホの受容史である。 
 1921 年（大正 10 年）にゴッホの「向日葵」を含む数点が初めて日本に輸入された。し








初めて活字として日本人の前に現された 1910 年（明治 43 年）1から、1958 年(昭和 33 年)
までのほぼ５０年を、木下は次のような四つの時代に区分する。１、「発端」（1910 年から
1913 年まで）。これはゴッホという単なる事象の始まりではなく、ゴッホに関わる日本の
知識の出自を問う時代である。２、「詩」（1914 年から 1925 年まで）。これは、「発端」
期と同時に「詩」が蔓延することによって、「発端」期の努力が蓄積される時期である。３、
「病理」（1926 年から 1947 年まで）。これは、宿痾を治療しようとする知の治療ではなく、
もう一つの宿痾となる兆候としての思想的態度である。４、「領域」（1948 年から 1958 年
まで）2。これは、これまで並行している知の合理化の企てを成就した時代である。 





























なお、「泰西」は、ヨーロッパのことを指す。1947 年（昭和２２年）3 月 10 日から 25 日まで、
東京上野の東京美術館で開催された。また、「鳥のいる麦畑」は、1890 年作で現在はオランダ
のアムステルダムゴッホ美術館所蔵。小林は、この絵を後に、宇野千代（18971 年 11 月 28 日

































































                                                  

































































芸員の研究者によって書かれ 2008 年に刊行された、Van Gogh and the Colors of the 
Night を挙げる。これは、７つの論文から構成される。そのうち、主なものは、Chris 
Stolwijkc 著の “Van Gogh and the Pictorial Genre of Evening and Night Scenes”、次に、
Sjraar van Heugten 著の “The Colors of the Night: Technical and Stylistic Aspects of 
Van Gogh’s Night Scenes”、そして、Geeta Bruin 著の “Landscapes at Twilight”などが































                                                  
7 Glenn D.Lowry, VAN GOGH AND THE COLORS OF THE NIGHT,  Van Gogh 

























                                                  
8使用書簡は、みすず書房刊行『ゴッホ書簡全集』翻訳であり、適宜、英語翻訳の Vincent Van 



































                                                  
9レンブラント・ハルメンス・ファン・レイン（Rembrandt Harmensz Van Rijn、1606 年 7月 15





10ヨハネス・フェルメール（Johannes Vermeer、1632 年 - 1675 年）は、17 世紀にオランダで
活躍した画家。誕生日、死亡日ともに不明。本名をヤン・ファン・デル・メール・ファン・デ















   ９  
野原は夕陽の金の光を浴びてこの上なく幸福そうに横たわっている。 
          ―――略――― 
西の方、丘の峰と峰の間に深紅色に染まった太陽が沈みながらあらゆる色彩の富と光線の魔術を
放散している。すでに、暗い森のヴェールに包まれた灰色の塔のなかの小さな鐘は沈黙した。 
          ―――略――― 
太陽のおやすみのキッスのあとは 村も野原も丘もすべてが静かに心地よくさっき味わった豊か
な平和を思い返しているようだ。 





書簡９は、1873 年 6 月 13 日にロンドンで書かれたものである。テオとの手紙がやり取
りされるようになってから、ほぼ 1年後のことである。ゴッホは、1869 年の１６歳の時に、
画商としてゴッホの伯父テルステーフが営む、オランダのハーグ支店に勤務する。その頃

















































 書簡２７は 1875 年 5 月 31 日付、３２は同年 7月 24 日付で、パリからの発信である。こ
の二つの書簡の光の記述に着目してみよう。書簡２７でも、「薄明かりの青い空」と「暗く
立ち並ぶオリーブの木」の描写がされており、また、コローの絵「オリーブの園」や「聖














































                                                  































































































                                                  
12  Het begint reeds teschemeren,‘blessed twilight’noemde Dickens het en wel had 
hijgelijk. Vincent van Gogh,debrievendeel１,Onderredacite van Jansen,HansLuijten en 



























































































































































































































































                                                  
19Michelangelo Merisi da Caravaggio（1571 年 9月 28 日 - 1610 年 7 月 18 日）は、バロック

















































































                                                  
22書簡１３。 














































































































１６６５年 46,5 x 40 cm 
油彩 


















































































































































































































  １２９ 
















































   １８５ 





































    ２１８ 
    あらかたの人間の目には、ぼくはどう映っているのだろう？ 
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   これを使って長いこと、そして休みなく練習を続ければ、電光石火の速さで素描をできるようにな
るだろう――そして、ひとたび素描がしっかり身につけば、絵の具を使って描くほうも、電光石火の
速さでできるようになろう。 








































                                                  














   ２２６ 
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 Ⅲ 貧しさの光と高雅 
 
 
ゴッホの物の見方について、アルバート・J.ルービンは、その著書 Stranger on the Earth: 













                                                  
39Albert・ J. Lubin,Stranger on the Earth: A Psychological Biography of Vincent Van Gogh(Da 


























































































   ２１９ 
   ぼくは規則的に人物を素描するようになろう。約束しておくよ。自分が風景画もかなり好きだけど
人体素描はもっと好きだということをはっきり会得してのことだ。しかし人体はいちばんむつかしい。
それゆえぼくとしてはいっそう研究や勉強が必要だし、それだけ時間もかかる。――略―― 
   一日の始めのこの、切り妻の屋根と草に覆われた樋の様子、またその日始めての生命や目醒めのし
るし、つまり飛んでいる鳥や煙を吐く煙突、はるか下の方、仕事場を歩き回っているあの人間の姿―
―こうしたものがぼくの水彩の主題だ。きみの気に入ってほしいものだ。――略―― 
   たとえばゾラ43の作中のマダム・フランソワ44のような人間が身に付けているヒューマニティへの
                                                  
43エミール・フランソワ・ゾラ（Émile François Zola、1840 年 4月 2日 - 1902 年 9 月 29 日）
は、フランスの小説家で自然主義文学の定義者。 



































                                                                                                                                                  
が往来するパリの市場の道路の真ん中で、正体をなくして寝ていたところを、マダム・フラン
ソワが、自分の車で自宅に連れて帰り、助ける。 
45『世界美術大全集第２３巻 後期印象派時代』 池上忠治監修、小学館、１９９３年、173 頁。 









を表現する書簡 133 を引用する。 
 
 
























   ところで、こうしたものに耽る人は往々にして他人にとっては気に障る、けしからぬ人物となるわ
けで、かれは無意識のうちにある種の形式や習慣や社会的しきたりに多かれ少なかれ反逆を犯しがち
なのだ。 





   しかし、ぼくは現在しるこの道の上を歩み続けなければならぬ。もし、何もせず、何も勉強せず、
もはや何も求めようとしなければ、ぼくはだめになってしまう。とんだことになってしまう。ぼくは
そう考えているのだ。続けること、あくまで続けること、必要なのはこのことだ。 
   しかし、きみは問うだろう。一体、きみのはっきりした目的というのは何なのかと。 














   伝道師の場合だって事情は芸術家の場合と同じわけだよ。―－略―― 
   だが、きみは言うだろう。しかしながら、あんたはがまんならぬ男だ、宗教についてはけしからぬ
考えを持っているし、子供じみた良心の呵責を抱いているではないか、と。 
   もし、ぼくがけしからぬ考えや子供じみた考えを持っているのなら、そうしたものから解放された
いと思う。それに越したことはない。しかし、次の話46はこの問題についてのぼくの考えにほぼ近い
ものだ。――略―― 




   だが、いつも無意識にそう信じているのだが、神を愛する最上の方法は多くのものを愛することだ。
ある友人か、ある人か、何でもいいから何かを愛することだ、そうすればよりよく神をしる正しい道









   たとえば、ある者はレンブラントを愛するだろう、だが真剣にだ。かれはそこに神があることを知
り、きっとそれを信ずるようになるだろう。ある者はフランス革命の歴史を深く究めるだろう。かれ
は不信仰のままではいないだろう。偉大なことのなかにも至上の力が顕現するのを知るだろう。 





   ただ、もう素直な気持ちで聖書を読みたまえ、福音書を読みたまえ。それはきみを考えさせ、多く
を考えさせ、つねに考えさせずにはおかないだろう。そうだ、多くをかんがえ、つねに考えたまえ。
そうすれば、いやでも、きみの思想は普通の水準以上に高まる。 
    










































































































































   ２４０ 




















































































































































                                                  















































































































































































































































   そしてバルビゾンに二人の重要な画家テオドール・ルソーとジャン＝フランソワ・ミレーが相次い
で住み着いたのは、それぞれにパリを離れなければならない事情が生じたからで、これも偶然であっ
て、実際には別の村でも良かったはずである。 











                                                  






























                                                  
59H.W.Janson, Anthony.F.Janson 『西洋の美術の歴史』 木村重信、藤田晴彦訳、創元社、
2001 年、３３６頁。 




























   ３３４ 













   ３３６ 
   ある種の地位を保つためには、ひとは――進んで、それを承知の上で、意図的に――非道なことも
やらざるをえない。これこそぼくの言う運命的な側面なのだ。全然光のない場合は言わずもがな、＜
黒い光線＞の場合すらこの側面なのだ。 



































































































































































































































































































   ２４２ 

































                                                  
70エルクマン＝シャトリアン（Erckmann-Chatrian）は、フランスのロレーヌ出身の二人の作家











   ４５３  









   ４５０  
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  ４４７ 









































                                                  
72ジュール・ブルトン（Jules Breton, 1827-1906）は、フランスの自然主義の画家。代表作は、
「落穂を拾う女たち」、「麦畑の祝福」。 
73「畠と海（Les Champus et la mer）」の中の「野良の帰り（Le retur des champs）」。 









































































































    
 
   ４７４ 





   ４８１ 
































































   要するに、大いに精力を傾け、自然の色彩を真に個性的な感情で掴むようにすれば、 
  多くの障害はあるにせよ、画家はここで(パリ)何とかやってゆけるはずだとぼくは言いたい。――略
―― 










































































                                                  






































1887 年 パリ 
油彩、カンヴァス 73×54cm 1887 年 








   ５０９ 
















   ５１１ 
   いわゆる日本の版画コレクションに収まり、いまでは
本国でも手に入りがたいものには、二次的な興味しか起こら
ない。 
   けれども、もしぼくが一日でもパリへ帰ることがあっ
たら、ぼくはやはりただ北斎やその他最盛期の版画をみるた
めに、バン87の店によるだろう。それに、ぼくが普通の版画
                                                  
86ジャン=バティスト・カミーユ・コロ （ーJean-Baptiste Camille Corot、1796 年 7 月 17 日 ― 
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   ｗ３ １８８３年３月３０日より数日後 








   ｗ４ 












































   しかし、そういうことを感じはじめているから、それが描けるようになるまでは大変な努力が居る
だろう。しかし、確実な事は、ここに残っておれば、進歩するということだ。それが本当の南仏の絵
を描くためには、少しぐらいの器用さではだめだ。それには長い時間をかけてものを見つめねばなら












































































































                                                  




















































































































   ５３９ 























































































   ５０１ 
    炎天下の麦畑で、ぼくは一週間せっせと精を出して仕事をした。その結果、麦畑と風景の習作
と種まく人のエスキスができあがった。 
   耕された畑、地平線までのぼって行く、菫色の土塊のある畑に、青と白の服をきた種まく人がい
る。地平線には短い熟れた麦の畑。 











































































   B８ 
   この偉大な芸術家――キリスト――は思想（感情）について本を書くのを軽蔑していたとしても、
語る言葉、ことに比喩はたしかに軽蔑しなかった。（あの種まく人、あの刈り入れ、あの無花果の比
喩のすばらしさ！） 
   そして、彼が侮蔑を持ってローマの建造物の瓦解を予言し、「たとえ、天と地の滅ぶることをあら
んとも、わが言葉は滅びず」と断言したとき、いったい誰があえてそれを虚言だと言い得よう。 
    これらの語られた言葉――何惜しまぬ＜偉大なる主＞たる彼はそれを書き記そうとさえしなか
った――は芸術によって到達された最も高い頂きの一つ――いや、最高峰そのものなのだ。ここに
おいてこそ芸術は創造の力、純粋な創造力となるのだ。 





   ５０３ 
113 
 




























                                                  

















































   ５３１ 
   ぼくは絵のなかで何か音楽のような慰めになるものを語りたい。かつては輪光がその象徴であり、
今は光の輻射自身により、色彩の振動によって我々が求めているあの何かしら永遠なるものによって
ぼくは男や女を描きたい。――略―― 



























































































































































油彩 カンヴァス ５１×６４ｃｍ 






















   或る晩、人気のいない浜を散歩したことがあった。陽気ではないが、かといって寂しくもなく、と
ても美しかった。 
   深い青の空には強いコバルトの原色の青より深い青の斑ら雲や、また青い白い銀河のような、もっ
と明るい青雲が浮かんでいた。青い空の奥には、星々が明るく煌めき、緑がかった星や黄色や白や、
故郷はもちろん――パリの空――よりも明るい薔薇色の星々が、宝石のようにちりばめられていた。 
   青い白い銀河のような、もっと明るい青で――浜は紫がかった焦げ茶の調子を帯び、砂丘（高さが
五メートルもある砂丘）の上の藪はプルシャン・ブルーに見えた。 
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   B１１ 


































































   ５０９ 





   とはいっても＜これといった見映えのするもの＞は、何もない。 





















   B１０ 
   ペンで大きな素描を何枚かやった。二枚は果てしなく拡がる平野で――丘の高みから眺めた鳥瞰図
だ――葡萄園や刈り取ったばかりの麦畠など。それらが無数に数を増して、クローの丘陵で区切られ
た地平線をまるで海原のように拡がっているのだ。――略―― 





   さて、ぼくが素描していると、やって来たやつがいる。絵描じゃない、兵隊だ。「ぼくは海みたい
に美しいと思うんだ。あきれたかね」と言葉をかけた。 
   ところが、彼は海を知っていた。 























   ６４９ 






   ６５０ 



























































































































                                                  































                                                  




油彩 カンヴァス ７３，７×９２，１ 












































































  ５０５ 
   大きな習作を一枚、削り取っ 
てしまった。 

































































































































  ６５１ 
  いろいろたくさんのことをきみに書きたいと思っているのだが、第一その気持ちがどこかへ消えて
しまったので、書いていてもつまらぬ感じがする。――略―― 




















    ７２ 
    真実のひとびとをつくり、われわれの生活をより高い生命とより高い感情の瞬間や時期によって   
豊かにすることができるのは神なのだ。海は自分で出来上がるのか、樫の木はひとりでに生える
                                                  
































































































































                                                  
122ゴンクール兄弟。フランスの作家、美術評論家。兄はエドモン・ド・ゴンクール（Edmond de 
Goncourt、1822 年 5 月 26 日―1896 年 7 月 16 日）。弟はジュール・ド・ゴンクール（Jules de 












   １３３ 
   しらずしらずのうちに、ぼくは家族のなかで一種手のつけられぬ、うろんな人間、ともかく信用の
おけぬ人間となってしまった。そのぼくがどうしたら誰かの役に立つことができるというのか。――
略―― 
















































                                                  


































































































                                                  
125ピエール・ピュヴィ・ド・シャヴァンヌ（Pierre  Puvis  de Chavannes、1824 年 12 月 14









































                                                  
























































































































































   ３０６ 
   人間万事塞翁が馬というような、ある種の宿命めいたものが感じられることがあるという事実、こ
の事実についてはいったいどう考えようがあろう。――略―― 






























   ぼくは『両世界評論』でトルストイについての或る評論をよんだが、彼はイギリスのジョージ・エ
リオットのように、自国の民間宗教に没入したらしい。 












   ５４３ 
   展覧会はほんとうはどうでもいいが、しかし是非ともきみには相当なものを見せたいと思うのだ。
――略―― 
   出品するにしろしないにせよ、もりもり仕事をしなきゃならない。そうしてこそ安閑と煙草をくゆ
らす権利があるというものだ。――略―― 
   またその習作のなかには絵になるものがあるだろうと思う。例の「星月夜」はとにかくいい絵にし
ようと思うので、近日中、星のキラキラ輝く夜に、多分件の耕地へ出かけてゆくだろう。 
   トルストイの例の本『わが宗教』は１８８５年にすでにフランス語で刊行されているが、どの目録
をみても見当たらない。 
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